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技術の概要

国の機関　 101　件　（九州　　 92件　、九州以外　  9件　）　
自治体　　　298　件　（九州　　267件　、九州以外　31件　）　
民　 間　　　293　件　（九州　　287件　、九州以外  　6件　）　

 安全・防災　 　維持管理  　 環境　　コスト　　ICT　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

　地盤改良工事においては多様化するニーズに応えるために、狭隘な施工現場や軟弱地盤上での施工
が必要になったり、社会資本整備を効率的に実施するために、コスト縮減・工期短縮が強く求められたり
しています。しかし、このような要求に大型の地盤改良機で対応することは非常に困難な状況です。この
ような要求に対応するために、大型機並みの改良工事が可能な小型・軽量の地盤改良機を開発しまし
た。

　ＧＩコラム工法は、軟弱地盤中にスラリー状のセメント系固化材を注入しながら機械的に混合撹拌する
地盤改良工法です。開発した小型・軽量の地盤改良機はセンターホールタイプのスピンドルを採用する
ことにより、大型機並みの改良径・改良長(改良径φ２０００・改良長２５m)まで、ロッドの継ぎ切り無しで
施工が可能です。また、リアルタイムで詳細なデータ表示ができる施工管理装置を装備しているため、高
い品質管理が可能です。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３．技術の効果

(1)小型・軽量の地盤改良機であるため、狭隘な現場や軟弱地盤上での施工が可能。
(2)改良長が長くてもロッドの継ぎ切り無しで施工が出来るため工期短縮が可能。
(3)小型・軽量であるため施工足場費用の縮減が可能。機械損料が安価。
(4)機械の組立・解体費用、運搬費用の縮減が可能。
(5)詳細なデータ表示ができる施工管理装置を装備しているため、高い品質管理が可能。

４．技術の適用範囲

・改良対象地盤：N値8以下の粘性土、N値15以下の砂質土。
・改良体
地盤改良機GI-80Cを適用した場合は、改良径～φ1,200mm×改良長～13.5m。
地盤改良機GI-130Cを適用した場合は、改良径～φ1,600mm×改良長～20m。
地盤改良機GI-220Ｃを適用した場合は、改良径～φ2,000mm×改良長～25m。

２．技術の内容

５．活用実績

※別紙２



６．写真・図・表

　　【ＧＩコラム工法施工概要】

　　【ＧＩコラム工法施工手順】 　　【施工管理装置】

※1 底部には撹拌翼の1段目しか届かない為、撹拌効率（羽切回数）向上の為、上段翼までの練返しを実施する。

※2 杭天付近は、排土等により杭天部の位置が不明確になる為、必要に応じ練返し実施を検討。

↓ 狭隘な工事現場での施工状況 ↓ 複数台での同時施工状況

軟弱地盤現場での施工状況 →
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